
 

 
 

授業科目 成人看護学方法論Ⅱ 
実務経験 開講時期 単位数 授業形態 時間数 

◎ 2 年次前期 1 単位 講義・GW 30 時間 

到
達
目
標 

１．消化・吸収機能障害のある対象と看護の方法を理解する。 

２．栄養代謝機能障害のある対象と看護の方法を理解する。 

講師 

看護師① 
皮膚・排泄ケア認
定看護師 
専任教員 
看護師② 

授業計画 

1～ 

2 回 

消化・代謝機能障害のある対象の特徴と問題,症状(あくび・胸やけ・腹痛・吐

血・下血・下痢・便秘・食欲不振・体重減少・腹部膨満・黄疸)のある対象の看

護、内視鏡を受ける対象の看護 

看護師① 

（10 時間） 

3 回 開腹手術を受ける対象の看護 

4 回 腹腔鏡下手術を受ける対象の看護、食道癌、胃癌（合併症、食事指導）、大腸癌、

膵臓癌のある対象の看護、潰瘍性大腸炎、胆石症、膵炎のある対象の看護 

5 回 咽頭、喉頭の構造と働き、喉頭癌、喉頭全摘手術を受ける対象の看護、永久

気管孔と気管切開の違い、言語障害をきたす疾患 

6 回 人工肛門造設術を受ける対象の皮膚の管理、創傷管理（ＤＶＤ鑑賞含む）

（医療用テープ貼用体験） 

皮膚・排泄ケア認

定看護師 

（6 時間） 7～ 

8 回 

人工肛門術を受ける対象の皮膚の管理(ストーマ装具に実際に触れる、ＤＶ

Ｄ鑑賞）、ストーマサイトマーキング・ストーマ装具貼用の体験 

9～ 

12 回 

事例で考える看護(主要なクラスタ―のアセスメント)(ＧＷ)(問題抽出方法)、計画(GW) 専任教員 

（8 時間） 

13 回 栄養代謝機能障害のある対象の特徴と問題、肝炎、肝硬変のある対象の看

護 

看護師② 

（6 時間） 

14 回 肝癌のある対象の看護 

15 回 高尿酸血症、脂質異常症、痛風のある患者の看護 

評価方法 修了試験 選択肢選択又は論述問題（100％） 

看護師①(40％)、皮膚・排泄ケア認定看護師(20％)、専任教員(20％)、看護師②(20％)を総合して評価する 

教科書 看護師①：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑤消化器 医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑭耳鼻咽喉 医学書院 
系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論 医学書院 
看護過程にそった対症看護 学研メディカル秀潤社 

皮膚・排泄ケア認定看護師：系統看護学講座 専門分野 基礎看護学③基礎看護技術Ⅱ 
医学書院 
系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論・各論 医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑤消化器 医学書院 
看護過程にそった対症看護 学研メディカル秀潤社 

専任教員：系統看護学講座 別巻 臨床外科看護総論 医学書院 
系統看護学講座 別巻 臨床外科看護各論 医学書院 
系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑤消化器 医学書院 
看護過程に沿った対症看護 学研メディカル秀潤社 

    病期・病態・重症度からみた疾患別看護過程+病態関連図 医学書院 
看護師②：系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑤消化器 医学書院 

    系統看護学講座 専門分野 成人看護学⑥内分泌・代謝 医学書院 

備考 予習においてはテキスト、関連書籍の該当ページを熟読するとともに、理解できない箇所

を明確にする。復習においてはテキスト・講義資料・参考文献などを用いて、学習した内

容を整理し、理解を深める。 


